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「皆様の声」をお聞かせください。

FUJITSUファミリ会事務局

E-mail：
Fax：03-6252-2798

contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

（1～ 2 月度ご入会分）

●北海道 ㈱北央情報サービス
●東海　トヨタ紡織㈱
　　　　日本アドバンストリーダーズソフトウェア㈱
●関西　㈱奥村組
　　　　㈱スイフト
●四国　㈱ユイ・システム工房
●九州　絆データシステム㈱
　　　　㈱ストロング福岡

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。

　昨年10月26日に開催されたファミリ会2011年度秋季大会では、全国

から1,200名という過去最大数の会員の皆様にご来仙いただき、熱い

エールをいただきました。未曾有の大震災により、開催が危ぶまれた仙

台市開催でしたが、会員皆様方のご協力と強い絆で、盛況のうちに終え

ることができました。本当にありがとうございました。

　会報344号の秋季大会特集をご覧いただきますと、当時の様子がお

わかりいただけると思います。

　誌面をお借りして、あらためて、心より厚く御礼申しあげます。

　2011年3月11日の東日本大震災から１年余りが経ち、全国各地から東

北へ温かいご支援をいただきながら、東北は復興に向け前進しており

ます。

　しかしながら、まだまだ厳しい現実もあり、微力ながらファミリ会で

も復興に寄与できないものかと日々考えているところです。

　2011年度の東北支部総会では、議事、記念講演の他に、「復興・災害

対策・節電・省電力」をテーマに、展示メニューのご紹介コーナーを設

置し、復興に向け、なんらかの手がかりを見出していただける内容も提

供し、会員の皆様より好評をいただいております。

　2012年度も会員の皆様が元気に、そして、ファミリ会のスローガンであ

る「語りあう夢、きそいあう知恵」にかなう活動を実施してまいります。

　これからも、どうぞよろしくお願い申しあげます。

会報担当幹事から ●東北支部 　佐藤 淳  カメイ㈱ NEW FAMILY

姫路地区セミナー
世界文化遺産・国宝姫路城 
の「平成の大修理」を見学

奈良地区セミナー
映画監督 河瀨直美氏のご講演

神戸地区セミナー
筑前琵琶奏者 川村旭芳氏による平家物
語冒頭の一節『祇園精舎』の弾き語り

関西支部の特色を
「地区別セミナー」で発揮！

　関西支部からは、6 地区（姫路・京都・和歌山・奈良 ･ 神戸・滋賀）

で開催の ｢地区別セミナー｣ をご紹介します。｢地区別セミナー｣ は、

ICT 関連のセミナーや企業文化、歴史をテーマとした講演など、地

域性を活かしたテーマ選定と会員間の交流で人気の行事です。

　特に、2011年度は、地域の特色が際立ち、多彩な行事を開催す

ることができました。

　奈良地区では、奈良ご出身で世界的な映画監督の河瀨直美氏

と 4 年連続全国大会出場を果たされた御
ご せ

所実業高校ラグビー部の
名監督・竹田氏を講師に迎えて、両監督の「熱い思い」について

お話しいただきました。神戸地区では、NHK 大河ドラマの主人

公である「平 清盛」と神戸のかかわりについてお話いただき、平

家物語を琵琶演奏で堪能しました。姫路地区では、「平成の大修

理」と言われる改修工事中の姫路城を見学。滋賀地区では、「近

江商人」と「イチローの野球スピリッツ」という一流の流儀に触

れ、和歌山地区は「有田みかんとクラウド」。京都地区は「スパコ

ン・京」といずれの行事も満席をいただき、支部での年間参加者

数も 4,000 名を突破しました。2012 年度も関西支部では、地域

と密着した活動を展開して参りますので、引き続き、ご参加のほ

どお待ちしております。

支部のイチオシ！ 関西支部  http://jp.fujitsu.com/family/sibu/kansai/ 
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2012年度 FUJITSUファミリ会論文　募集開始

2012年度は下記の16テーマで研究分科会を行います。
研究分科会は、経営・技術面での先進的なICTテーマについて、将来像、活用方法、課題解決などに向けた成果を目指す1年間の研究
活動です。4月から1年間の研究活動を通して、リーダーシップ、メンバーシップ体験、プロジェクト運営体験、人材交流による視野の拡
大など、人材育成に大いに役立ちます。2012年度は、107社211名で活動します。

2012年度 研究分科会

LS研究委員会

カテゴリ No テーマ名　　

1 情報システム部門のよりサービス化に向けた変革

2 現場業務の可視化で業務改革に取組む情報システム部門
の人材について

3 運用業務から企画への反映

4 情報システム部門におけるビジネスアナリストのあり方

5 クラウド時代の情報システム企画の進め方

6 ハイブリッドクラウドインテグレーションの適用技術

7 ビッグデータの分析による情報活用手法

8 システムメンテナンスにおける影響調査とリグレッションテ
スト手法の標準化

カテゴリ No テーマ名　　

9 テスト網羅性に基づく品質の向上

10 モバイル・タブレットを利用したクラウド時代の新たな
セキュリティ対策

11 スマートデバイスにおけるアプリケーション開発技法

12 クラウド利用におけるセキュリティ管理のあり方

13 ハイブリッドクラウド環境におけるネットワーク運用のあり方

14 クラウドにおける運用保守の変革

15 効率的な運用保守実現に向けた企画・開発工程と運用保守工
程との連携のあり方

16 官民情報連携による新しい日本の創造
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総合発表会2012　ご案内　～2011年度の研究成果を集結～

開催日：2012年5月23日（水）　開催場所：ホテル グランパシフィック LE DAIBA（東京・台場）

＜プログラム＞

9：45～ 9：55　    幹事長挨拶
9：55～12：25　  研究分科会 研究成果発表／ 　
　　　　　　　　 短期分科会 活動報告
13：40～16：10　 研究分科会 研究成果発表／ 　
　　　　　　　　  短期分科会 活動報告
16：30～17：40　特別講演
18：00～19：30　懇親パーティー（分科会表彰）

●お申し込みはこちらから
http://jp.fujitsu.com/family/lsken/activity/annual/12/

● 応 募 資 格：FUJITSUユーザー
● 応 募 締 切：2012年7月31日（火）
● 提 出 締 切：2012年8月31日（金）
● 審査結果発表：2013年2月上旬

特別講演

「希望のチカラ」
東京大学社会科学研究所 教授　玄

げ ん だ

田 有
ゆ う じ

史   氏

● 主な賞および賞金
　○優秀論文　50万円　○奨励論文　 10万円
　○秀作論文　25万円　○新人賞　　   3万円

～情報システムに関わるあらゆるテーマを対象にした論文を募集しています～
2012年度は、従来の論文に加え、入社3年目までの方を対象にした小論文形式の新人賞も新設しました。

あなたが日々取り組んでいる業務を、論文として発表してみませんか？

（講演概要）
希望とは何でしょう。
希望＝「Wish for something to come true by action」（行動によって何かを
実現しようとする気持ち）
希望とは、「Wish」＝気持ち　「something」＝何か　「come true」＝実現

「action」＝行動
の四本の柱から成り立っています。
希望がみつからないのは、四本の柱のうち、どれかが、まだみつかっていな
いからだと思います。
みなさんと一緒に希望をつくるヒントを考えてみたいと思います。

詳細はこちらから▶ http://jp.fujitsu.com/family/article/ 募集要項・応募時に必要な各種フォーマット・「執筆の手引き」を掲載中

NEW
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最近凝っていること、これぞ私のライフワーク！ など、あなたのおすすめを文章と写真でご応募ください。
原稿を掲載させていただいた方には、図書カード（3,000円分）を差し上げます。わたしのおすすめ

　　　　　　

投稿募集
　　　　　　

夫婦円満の秘訣は
意気投合する趣味話！
　　　　　　岡 泰宏

●文章600字以内　Word文書または、シンプルテキスト
●写真 ： JPEG画像 等
●送付先 ： ファミリ会事務局 contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com 

記事掲載にあたり、会員企業（団体）名、お名前、所在地（市町村）
を掲載させていただきます。また、投稿者多数など、誌面の都
合上掲載できないことがございます。予めご了承ください。

㈱兼六リサイクルシステムズ（石川県金沢市）

　皆さんは、夫婦円満のために何かされてい
ますか？共通の趣味を持つと良いとよく言わ
れておりますが、子供もすでに巣立ち、二人
で老後を迎えたときに何も会話がないのも寂
しいものです。15年ほど前、家内をゴルフに
誘ってみました。
　興味を示さないかと思ったら、ボウリングな
どスポーツ好きだったということもあり、以前

から関心があったとのことで、それ以来、家内
と一緒にゴルフ練習場に通うようになり、コー
スにも出るようになりました。そして、テレビ
でゴルフ中継を一緒に見て好きな選手を応援
したり、お互いプレーをした日はその成績をお
互い報告、反省しあったり、ゴルフの話題で
会話が膨らむことが多くなりました。また、家
内には言えませんが、夫婦喧嘩になりそうだ、
と思っても、ゴルフの話題に変えると、先ほど
までの空気が一変して、和やかな食卓に戻っ
たこともあります。
　私は、数年前、病に倒れ、残念ながら現在
はコースに出ることはできませんが、今は家

内と一緒にテレビで石川遼選手を応援してい
ます。そして、再び家内と一緒にコースに出る
のを目標に日 リ々ハビリに励んでおります。
　ぜひ皆さんも老後に向かって、お互いのコ
ミュニケーションのために、共通の趣味を始め
られてはいかがでしょうか？

会員様を対象にしたアンケートにつきましては、今回も多数の会員様にご協力いただき、誠にありがとうございました。
以下に概要を報告いたします。集計結果については会員専用ページ「FAMILY ROOM」に掲載予定です。

2011年度会員アンケート結果

FUJITSU ファミリ会をどれだけ、他の方に推奨したいと思われますか？
（ 0 点：推奨しない～ 10 点：推奨する ）

ファミリ会活動をどのように活用されていますか？ または活用したいとお思いですか？

NPS※ : −17.4%（昨年：−18.9%）

概要(抜粋)

実施期間 2012年２月２８日（火）～３月９日（金）
回 答 率 43％［対象：3,475（全会員）のうち、回答：1,506（昨年：866）］

※アンケートのご案内を郵便と E-mail の両方で送付し、回答に従来の Web だけでなく郵送も選んでいただけるように
　したため、回答いただく方が大幅に増えました。

Q

Q

［所感］ 
推奨度を測るNPSが毎年アップしています。これは日頃からファミリ会活
動にご協力いただいている会員の皆様のお陰であり、御礼申し上げます。
今後も、よりご満足いただけるファミリ会を目指して参ります。

詳細は会員専用ページ「FAMILY ROOM」に掲載予定です。

http://jp.fujitsu.com/family/

※NPS (Net Promoter Score)
10～9点を推奨者、8～7点を中立者、6以下を非推奨者に分類し、推奨者が占める％比率から非推奨者が
占める％比率を差し引いた％数値を指標とする、米コンサルティング会社考案の評価方法。

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 回答なし
10.0% 9.3% 24.4% 17.3% 13.3% 16.9% 1.7% 2.1% 0.7% 1.1% 0.9% 2.3%

推奨する 中立 推奨しない

推奨
19.3％

各種情報の収集

会員相互の交流・情報交換

人材育成

専門知識の習得

富士通幹部との交流
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